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 第一報(電 氣界面1粥窺ε人造冠乏問題)に 於て著者等は直流又は交番電流のツン ドラ

に及ぽ ケ現象を研究 し、之は輩なる電氣濠透の理論を以て律 し得ぬ現 象である事を指

摘 し、之に粉 して電氣界面撹翫現象ご命名した。そして、交流叉は直流を通じつつ座

搾 ずる事により堅質な人造板を製 し得べき事を利用して、ツン ドラより人造板を製造

した。

 著者等は、電氣界面撹鳳の 研究を 績行して、人造板製造の 理論を 明かにせんεし

     第 一.岡   ナ・・ ツン ドラは

騨 湘 ∵陶畿 .
  より成 る膠質系である。故に之を利用 ζる揚

  合にも、熱効果、電氣的効果、凍結効果等を

  考究 ケる場 合に就て も此等諸成分に及ぼす影

  響を鯛 々に研究1一る必要があるり故に之が研

  究 も亦 各方面 より行ふ必要がある。著者等は

  其端緒を得ん爲め猶電氣界面縄臥の理論に一

                 根嫁を與へん目的を以て、先づ、第一圖に示

                 1≒如 き装置を考案 し、之を電氣界面擬側測定  播

                 弩亡芝置ご名づ1(ナナこo

(1) 電氣 界 面 麓風測 定装 置 並 に其 實繊

 第二圖は、同装置の縦噺圖を示 した ものである。其主要部を説明 すれば
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     第 二 圓     dは 眞鍮製有孔園筒で其内部にエボナィ5製

  有孔園筒あ り。其一端 は、何れも一條の切断

  溝あり、以つて上部電極端の上下移動を自由

  ならしむ。bは 、爾 圓筒の内歴による攣形を

 防く顯 獺 である・内部圓筒に嗣 動のピ

   ス トンkが あり其底部はエボナイ ト板 を介 し

  て鉛製電極(c)あ り。 猶下部 に他の 鉛製電

  極あり猶 ピス トンkは 可動圓板Rミ 接綾せ

  しめ得 られ、爾者の総量は1妊 である。 可

   動圓板には中軸あ り、分銅を安定に載 せ得 ら

  る。分銅 は、1妊 、2〕妊、10妊 εあり総計20

                 妊 まで憂 じ得 らる。之が ピス トン底部に重力

を及ほし、底部面積は一卒方糎なる故、輩位面積の受 くる歴力は直ちに知 り得 らる。

ピス トンの下降位置はiな る指針に讃み得 らるる故、圓筒 内のツンドラが電揚内に於

て一定駆力の許 に於ける歴縮度を測定 ずる事を得。

 今此装置に依 り行つた          第  三  圖

實験 の内重要な藪例 を墾

づ10妊 の歴力を 加 へた

場合にツンドラは墜縮せ 

らる。第三圖は、横軸 に 

時間を εり縦軸 には、圓

板 の 位置の 讃みを 表は 

す(輩 位糎)。 曲線の 上

昇す る程 ッンドラは歴縮

された事を示すのである。先づ電流を通ぜずに、10妊 の分銅を加へれば4・3糎 附近で
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一定値を示す。 次 に之に直流110ボ ル ト、叉は交流110ボ ルF、 局波数600)も の

を通ずれば、急激に歴縮が起 る。猶此場合に注意す可きは、其限界値 は大差なきも交

        第  四  圓         流の方が速かに厘i縮効果を示

tT.・Ch・・en)          、    I I   す鮎である。54一 面、電氣滲
岳06.K。                [          I            F

                    Il 透の理論により水が一方に移
ア  どお                           ぜ レ

        ー       _一 ・ Jevap   動 ケる事に依 り脱水 するもの
          ず6" '"50 

.  ト 3   ξ鰍 る黙よ転 へば直灘
                   レ
5。S'。              11   1  少 くξも交流より其効果大な

::羅鯉申旺品 翌夏瓢灘綴
"蛙 五

日lI揖 一1錨 慧儲夷畿l
tO 3.σ。    Sq   lee   150   ZOO   Zケ

O t(騙 鹿⊃

                        の界面擁蹴 ε加墜の協同作業

の必要なるを立謹せんが爲 め、第四圖に示す如 き實験を行つた。

 第四圖に示す實験 に於ては先づ歴力を10班 にして一定値に達 せしめ、Bに 於て駆

力を1瓦LTに減 ず。從つて少許0)膨 脹を見 る。次に歴力1妊 に保 ちCに 於て交流110

ボル トを通じたるも容積憂化         第  五  圓

10妊 にせ るも愛化無 くFに

ひ 其温 度 は 圖 に 併 記 した る 4。4・ve

も'盤 の塀 に依 り或盤3."..

まで繊維柔軟 εなる懸 縮し 一

しては後記す可 し。要は電流
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を通じつつ2Pち 界面擁訊の状態に於て購力を加 へたる場合初めて多量の水を駆出し、

匪各繊維は常態に於ては接近 し得ざる距雛に接近 するものεの結論に一誇撮を與へた

もの ξ云ふ事が出來 る。

 次 に、同檬の現象は、ツンドラ以外の材料を用ひたる揚合も同様に其 目的を達 し得

る事を謹 ケる爲に、籐精製繊維及び純梓の繊 誰素εして濾紙を用ぴて同檬 の實験を行

ひた り。第五圖は濾紙4瓦 にツ ンドラ搾汁50蛇 を加へた る場合、第四圖の實験 ε同

様 なる實験 を行ひたる場 含にして、此場合摩縮度はツンドラの場含に及ぼざるも、同

様 の効果 を認 め得 た1)。之に依 り、霊氣界面蝿虜1による製板方法は一般に慮用 し得 る

事を明かに しナこ。

 此問題をE.Muth1)が 交番電場 に於てエムルジヨン粒子が 念珠状を爲す 事を見出

した賢ご關聯 して考察 ずれば・交番電場 に於て膠質粒子は、其有極性が強勢せ られて相

     第  六  圓       反 する極性端が封立し其場合に墜力が加は り

 恕             互に接近連結 ケるものこ見 る事が出來 る。郎
       ノントラ航,K逝〕線

                 ち之が交番電流に依 る人造板形成の一大要素
             ハロ ね  くおドこエ

舞,う      2 鞠劃 里   ε云ふ事が出來 る。

    キ    え  ド   ロ

;l  l l,溜    (2)ツ ン ドラの常温脱水曲線
ビリ旧

・Q7,息 〕∫艶ン 交=弄 こ(i炬000▽ 】

雰    8 直凝     次に、第一報第二圖に示 した。常淵減 屡脱

暮
卑             水乾燥装置を用ひて行つた實瞼結果に就て得・

・ 溢 ,   ナ、臆 第姻 に示しナ、。

      ミミ萎ミ 彗 第六圖に於て㈹,塒 襯 軸に乾物量                嬉

      _    __    1に 封 する残留水分を 表はした もので あつ
                                り

      晴 港ロ」崎棚      て、曲線の降下は脱水の進行を示 ず。本實験

は 含 水 吊123(則 ち200-33{}%)よ り通 常 開 始 し ナこも の で あ る が 便 宜 の 爲 實 験 終 結

に 近 い20%以 下 を 示 した っ

 1)E。Muth. Ueber die Erscheinung der Perlschnurkettenbildung von Emulsions・

    partikelchen unter EinWirkung eines Wechselfeldes.(Ko1L Ztschr.192Ht. s.97),
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 圖中曲線2(無 慮理)は 輩 に墜力を加へたもので封照試験 曲線である。加熱E云 ふ

のは電流の効果が或は其 に俘ふ熱敷果に非ざるやεの疑念を除 く爲 、電流 を通 じた場

合の最高温度90。Cよ り高い980Cに 於て、高淵持綾時間(通 常30分 乃至1時 間)

より遙かに長い1.5時 聞保つt場 合である。之によるミ85。Cに 熱 した ものは無効果

であるが95。Cに 加熱 した ものは梢々限界値が少 くなる換言すれば乾燥性を塘す。直

流はllOVに 於て歴力を加へつつ4時 問だけ電流を通 じたもの、叉交流は周波敷60の

交流llOVを 同時間通 じた揚合で、電流密度は、最高2.5A(一 奉方 デシメー トルに

封 し)以 下で、而 も最高電流通過時間は30分 を出でず以後は急激 に減 じ0.4-0,25A

位の一定の電流が流れ るのである。i交流の場合は、曲線4,5に 示 した如 く、封照試験の

限界残留水分の3・6%に 封 して3-2・5%を 示 し直流の揚合は更 に低 く2%に 及ぶ。凍結

(曲 線6)は 、 ツン ドラの凍結 しtも のは乾燥性を増加す るE云 ふ経験を實謹する爲、

起寒剤を用ひツン ドラを2時 間凍結せしめた後、之を粉砕脱水 しナこものである。圖示

す る様に其効果交流の場合に匹敵する。高庵交流(4000V)(曲 線7)は 第八圖に示 し

ナこ装置を用ひて慮理 した もので、乾燥性は110Vの 場合 よりも塘進する事が明かであ

る。之に依 り、ツンドラが電氣塵理 に依 り乾燥性を増す事實を明かにし得ナこ。 そして

之は電流の熱効果のみに依 るもので無い事は、軍なる加熱 により98。C迄 蒸煮 した場

合 も幾 分乾燥性は塘すカ㌔ 電氣虞理 に遇かに及ばない事で明かになつナこ。

 直流の場合に交流のそれより乾燥性が増す事は、ツン ドラの吸漏成分である腐植酸

等が電氣滲透的に除かれた爲であ らうミ考へ られ る。此鮎を明かにする爲には直流Σ

交流を短時間通 じて其効果を見 る必要がある。之が爲に目下實験 中であるか ら更に稿

を改 めて報 ずる事 εす る。

 叉凍結に依 り泥炭の乾燥性が増す事は既に實用上に於て知 られ北欧に於ては泥炭を

掘起 して冬期凍結せ しめ夏期 に室氣乾燥 して以て燃料 εして居るのであるが、其乾燥

性を塘す事は今 日迄實験室で は謹明せ られて居 らなかつた事項であつた。要するに加

熱叉は凍結 によりツン ドラの乾燥性を増大せ しむ る事が出來 るが電氣界面蝿齪による

方が更に有効である事を明かにしナこ。殊に製板 に當つては直流は種 々の工業的條件に

於て交流 に比 して不利である(例へば製品の均一性、電極損耗等)。 故に製板 には交流
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を用 ふる事が有利であるミ結論 し得たのである。

 次 に限界残留水 分が各實験に於て其差1-2%位 の差であるが、 何故に此僅少の差

を重視するかの問題である。之は膠質の1虎水、吸水曲線の現象に依つて明かである如

く、限界残留水分が小なる程、其鋭水効果が不可逆 三なり、吸漏が困難 εなるか らで

ある。此鮎 に關 して、次章の吸水膨潤性が問題 εなる。

(3) ツ ン ドラ人造 板 の 吸水 膨潤 性

 次はか くの如 くに腱理 しナこツンドラ板が輩なる加庸叉は加熱加歴の もの ミ水に封 す

る性質、換言すれば水に封 する親和力等の異同を鹸する必要があ る。第一報の脱水 曲

線 に於て 電氣塵理 のものは 残水限界値が 未虎理、加熱の ものよりも小なる事を澄 し

ナこ。非弾性 ゲルに於 ては、限界値が小 さい程吸水膨潤の李衡値が小 ミなる事は屡 々認

めらるる所であるQ依 つて著者等は、(1)冷 加駆製板。(2)加 温加歴製板。(3)電 氣腱

理製阪に就て、之を略 々乾燥せ る後(含 水量18%内 外)之 を1×2×4立 方糎の小片

を作 り之を蒸溜 水中に浸 して時間の経過に件ふ吸水量及び膨化容積を測定しナこ。

     第  七  圖       第 ヒ圖は其吸水量を示 した もので乾物量1

醜                 に封 しての吸水量を百分率で示 しナこ。
しわ

eE。 '     _.      之に依るε曲線2は 軍なる加駆による製品

        N、、,!=   噛 照物であ、.醐1,及 び,で 示欄 こ           F
ヨ                            ヘリ         ゐ

:篠疇巽 聡灘蹴 三lll
    ジ

tS・   :・・           ぐ。 Elkea 4,5は 交流110Vの 回路中にキヤ

                  パシテーを 入れて、 電流密度を 常法に 比 し
ゴロ 

__綴 蕪灘  ・凧 低下せしめ・從つて蜥 ・際して
                  も僅かに淵度の 上昇を見 る(350C程 度)揚

。 'O Z。 3。 4e '. ChOUt 合であるが
、其場合でも加熱のものS異 り界

面蝿鼠の効果 により吸水量が遙かに低い事を示 して居 る。女之 により、製板の所要電

流を遙かに低下 し得 る事を暗示 して居るのである。
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(4)高 歴 交流 に俵 る電 氣 界 面撹齪

 交流110ボ ル トに依 るツン ドラの結合水の状態攣化は上記諸實験に於て之を確謹し

た。次 に高電歴の効果を槍 する爲、第八圖に示す装置に依 り實験を行つた。

     第  八  圓       本實瞼装置の特殊の黙は電極反慮に依 る膠

      s         質系の攣化を避 くる爲、三個 の管を用ひ・電

      L②  鵬 鰍 び、中螺 に置き中閥室に剛 こ
          A

             T≡ ≡≡… 懸濁せる膠質を満した。之に依れば、硝子暦

      の如き誘電膿が、二暦介在する故電墜降下率

     大な・娩 れざ・繊 有す・故に場合に依

      つては硲子管の代 りに牛透膜管を用ふるも蕗

      支 ない、本實験 に於ては総べて禰子管 のみを

      使 用しナこ。電源は一次線110ボ ル ト周波tw 60

      のものを用ひ、攣墜器 に依 り二次線は4000V,

      6000v,8000v,10,poov,12,000vに 攣 じたo

                 本實験 に於ては二次電歴10,000Vを 用ひた。

 此装置にッンドラを詰 め、加駆する事な く電流を30分 乃至1時 間通 じ(一 次電流

1・5A)試 に之を第一報第二圖の減歴蒸登装置を用ひて蒸叢乾燥 した結果は第六圖曲線

7に 示 す檬 に、限界残留水分は2.2%で 低壌の交流の場合よりも遙かに乾燥性が塘進

する事明かごな り之に依 り撹鰍の効果は理論上期待せ らるる様 に電駆の高 い程大であ

る事が讃明せ られた(ツ ンドラの場合に限 り二次電駆は4000Vで 『)る)Q

(5)親 媒膠 質 に射 す る電 氣 界面 撹齪(豫 備實験)

 膠質系 たるツンドラに封 して、電氣界面擁爾Lは其乾燥性を塘進 する事は明かεなつ

た。次は同様 な効果が、親媒膠質一般に封 して認めらるるかを明かにする儒、第八圖

の装置に依 り、ゼラチングルを扱 ひ其乾燥過程を、第 一報第二圖の眞察乾燥装置を用

ひ、第六圖 ε同様な脱水乾燥曲線 を求めナこ。其結果は第九圖で示 しナこ様 に高歴交流が

最 も乾燥性を層 ケ事を明かにした。此場合直流の場合はぜ ラチン水溶液に500Vの 直
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流の爾極を3分 浸 したのである。此場合に熱塵理は効果殆んさ認め られなかつt二。此

     猿 プ、 圓   豫備實験に依 り・電氣界醐 億しに依つてぜラ

。。%              チンの如き親媒膠質も其水の結合状態の攣化
 

菓        (}・aim(m(40%)  が惹 起 され る事 が謹 せ られた。
を
4・       No:無 慮哩 一e一  猶 著 者等 は セメ ン トの 凝結 に勤 す る電氣 界
         ,Yo 2 ・痔ミ禦さ    一◎一
              ソ

         腰 能511鵬 こ= 面燈飢の効果を槍 しつつあり、此等に關して

3・              は他日稿を改めて論ずる筈である。

                  (6)結    論
 20

                  上記諸實験に依 り、電氣界面麗齪は直流交

                 流共に認められ、而も之は電流による獲生熱
 tO

          ミ 建  。)二魏 の効果のみに依つて1よ翻 せられ

               醐 ず、諸般の實験は界面撹爾Lの理論ご一致し、
 〇  三。 6。 q。 IzO I5) IS」 21。 ～昏。 ueS

                 第一報に於ける電氣界面撹凱の推論は、各方

面の謹明に依 り裏付け られた。叉交流の製板効果に就ては電揚内 に於 ては各化合物の

電氣的極性が強勢せ られた状態にあるご推論せ られる。今後は之 も實験 に依 り理論付

けナこいε思 ふ。

               要    旨

 (1)著 者等は電氣界面擁窺測定装置によりツン ドラ及び他の繊維原料 の製板可能な

   る理由を明かにした。

 (2)減 庸脱水装置を用ひて得 た脱水乾燥{ll線により、直流及交流の電氣庭理がツン

   ドラの乾燥性 を増進する、H一それは霞流の熱効果よりも遙かに大 きな影響を與

   へ る事を明かにした。

(3)電 氣露理のツン ドラ板の吸水膨潤に闘 し之を他方法の ものε比較 し前者は吸水

   性が小である事を讃 した。

 (4)高 歴交流は低康交流 よりも更に乾燥性を増す事を謹 した。

(5)ぜ ラチンの如 き親媒膠質に封 しても界面擁疏の事實を認 め得 る事を指摘 した。
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 (6)以 上の諸實験により電氣露哩はツンドラ中の水の結合状態を憂化せ しめる事を

   明 かにしナこ。

【追記】 昭和五年七月著者の一人志方は樺太o)ツ ンドラ地帯の調査を して第一報に於

    て記述 した事は概ね正 しい事を確 めた。精細な調査報告は後 日稿 を改めてす

    る筈。(昭 和五年九月九 日記す)

                  (76)


